
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
消
費
は
伸
び
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
１
、
２
年
の
話

題
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
訪
日
外
国
人
の
「
爆
買

い
」
で
あ
る
。
買
う
の
が
外
国
人
で
あ
っ
て
も
国
内
消
費

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
こ
ま
っ
た
こ
と

に
こ
の
分
野
の
統
計
は
わ
か
り
に
く
い
。
以
下
で
は
、
訪

ビ
ス
収
支
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
中
の

項
目
の
１
つ
が
旅
行
収
支
で
あ
る
。

旅
行
収
支
は
、
訪
日
外
国
人
が
使
っ
た
お
金
か
ら
、
日

本
人
が
海
外
旅
行
で
使
っ
た
お
金
を
引
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
旅
行
収
支
が
、
２
０
１
５
年
に
53
年
ぶ
り
に
黒

字
に
な
っ
た
。
53
年
前
と
い
う
と
１
９
６
２
年
で
、
１
９

○
訪
日
外
国
人
の
消
費
は
３
・
５
兆
円

さ
て
、
新
聞
な
ど
で
は
旅
行
収
支
の
こ
の
黒
字
を
「
外

国
人
が
日
本
で
使
っ
た
お
金
の
大
き
さ
を
表
す
」
と
書
い

て
い
る
も
の
も
あ
る
の
だ
が
間
違
い
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
日
本
人
が
海
外
旅
行
で
使
っ
た
お
金
を
引
い
て
い
る

か
ら
で
、
つ
ま
り
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
て

グ
ロ
ス
、
つ
ま
り
「
外
国
人
が
日
本
で
使
っ
た
お
金
の
大

き
さ
」
そ
の
も
の
を
知
り
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
が
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」
を
毎
年

公
表
し
て
い
る
。
調
査
方
法
は
、
国
内
一
五
空
港
と
三
港

で
の
調
査
員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
で
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
際
収
支
統
計
の
旅

行
収
支
と
は
方
法
が
大
き
く
異
な
る
の
だ
が
、
グ
ロ
ス
が

わ
か
る
。
２
０
１
５
年
の
金
額
は
、
３
・
５
兆
円
程
度
で

あ
る
。
前
年
は
２
兆
円
だ
っ
た
の
で
、
70
％
以
上
の
伸
び

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３
・
５
兆
円
と
い
う
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
０
０
兆
円
の
０
・

７
％
に
あ
た
る
。
前
年
か
ら
の
伸
び
は
１
・
５
兆
円
な
の

で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
３
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
訪
日
外
国

人
消
費
は
、
２
０
１
５
年
に
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
０
・
３
％

伸
ば
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
０
・
３
％
と
い

う
と
い
か
に
も
小
さ
い
の
だ
が
、
同
年
の
日
本
の
名
目
消

費
支
出
の
伸
び
は
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
で
あ
る
。
訪
日
外

国
人
消
費
の
お
か
げ
で
、
か
ろ
う
じ
て
「
底
割
れ
」
し
て

い
な
い
と
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
消
費
が

も
う
少
し
上
向
け
ば
（
つ
ま
り
マ
イ
ナ
ス
が
小
さ
く
な
れ

ば
）
、
訪
日
外
国
人
消
費
の
お
か
げ
で
プ
ラ
ス
に
浮
上
す

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
だ
と
言
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
都
道
府
県
の
中
で
民
間
消
費
が
こ
の
３
・

す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
訪
日
外
国
人
が
利
用
増
と
採

算
向
上
の
切
り
札
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
中
期
的
な
展
望
と
し
て
二
点
指
摘
し
て
お

き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
第
一
は
、
那
覇
空
港
の
滑
走
路
が

２
０
１
９
年
末
ま
で
に
一
本
増
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

那
覇
空
港
は
現
在
、
発
着
便
数
は
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
て
い

る
。
１
本
の
滑
走
路
が
２
本
に
増
え
て
、
便
数
は
２
倍
に

は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
当
増
え
る
と
期
待
し

て
よ
い
。
沖
縄
が
「
日
本
の
南
の
玄
関
」
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

第
二
は
、
も
う
少
し
気
の
長
い
話
だ
が
リ
ニ
ア
新
幹
線

の
影
響
で
あ
る
。
開
業
時
期
は
東
京
か
ら
名
古
屋
ま
で

が
２
０
２
７
年
、
大
阪
ま
で
の
全
面
開
業
が
２
０
４
５
年

と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
報
道
に
よ
れ
ば
自
民
党
は
２
０

３
０
年
の
全
面
開
業
を
５
月
に
も
提
言
す
る
予
定
の
よ

う
だ
。

リ
ニ
ア
が
開
業
す
る
と
、
お
そ
ら
く
羽
田
か
ら
関
西
の

伊
丹
、
関
西
、
神
戸
の
各
空
港
へ
の
便
は
減
る
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
空
港
が
「
空
く
」
。
そ
こ
に
、
海
外
か
ら

の
便
が
直
接
来
る
か
、
あ
る
い
は
地
方
空
港
か
ら
の
乗
り

継
ぎ
便
で
外
国
人
が
や
っ
て
来
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
徳

島
空
港
は
淡
路
島
を
経
由
し
て
神
戸
ま
で
バ
ス
で
90
分

の
距
離
に
あ
る
。
２
０
１
４
年
の
同
空
港
の
外
国
人
入
国

者
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
滑
走
路
が
２
５
０
０
m
な
の
で
大

型
の
長
距
離
便
は
無
理
だ
が
、
中
型
な
ら
降
り
ら
れ
る
。

現
在
は
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
誘
致
と
出
入
国
検
査
場

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
徳
島
か
ら
関
西
圏
と
い
う

の
も
現
実
的
に
な
る
。
つ
ま
り
、
「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が

儲
か
る
」
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
リ
ニ
ア
が
開

業
す
る
と
、
関
西
が
訪
日
外
国
人
の
受
け
入
れ
で
活
性

化
し
て
い
く
の
だ
。

武
藤
泰
明

連載
第15回

 経営者目線
 で読む
 景気動向  

日
外
国
人
消
費
が
ど
れ
だ
け
日
本
の
景
気
に
貢
献
し
て

く
れ
て
い
る
か
を
デ
ー
タ
か
ら
示
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
国
際
収
支
に
つ
い
て
。
外
国
と
の
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
の
取
引
を
示
す
の
が
経
常
収
支
で
あ
る
。
こ
の
中
で

金
額
が
大
き
い
の
は
輸
出
と
輸
入
で
、
差
額
が
貿
易
収

支
に
な
る
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
主
要
項
目
に
な
っ
て
い

る
。
貿
易
収
支
は
モ
ノ
の
取
引
だ
が
、
こ
れ
以
外
に
サ
ー

６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
さ
ら
に
前
で
あ
る
。

当
時
は
日
本
人
の
海
外
旅
行
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

経
済
成
長
と
円
高
で
日
本
人
は
海
外
に
出
か
け
る
よ
う

に
な
り
、
旅
行
収
支
は
赤
字
が
続
い
て
い
た
の
だ
が
、
最

近
は
訪
日
外
国
人
の
急
増
で
赤
字
が
縮
小
し
、
つ
い
に
黒

字
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黒
字
額
は
約
１
兆
円
で

あ
っ
た
。
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「
爆
買
い
」
と
景
気
浮
揚

５
兆
円
よ
り
小
さ
い
と
こ
ろ
が
い
く
つ
あ
る
か
と
い
う

と
、
23
県
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
47
都
道
府
県
の
ほ

ぼ
半
数
に
の
ぼ
る
。
３
・
５
兆
円
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
、
も
ち
ろ
ん
期
待

さ
れ
て
い
る
。

府
は
こ
の
３
月
、
目
標
を
２
０
２
０
年
４
千
万
人
、
２
０

３
０
年
６
千
万
人
に
引
き
上
げ
た
。
つ
ま
り
、
２
０
２
０

年
に
現
在
の
２
倍
、
２
０
３
０
年
に
３
倍
で
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
の
訪
日
外
国
人
消
費
額
は
３
・

５
兆
円
で
あ
る
。
こ
れ
が
２
倍
に
な
る
と
、
７
兆
円
に
な

る
。
３
倍
な
ら
10
・
５
兆
円
で
あ
る
。
消
費
支
出
が
７
兆

円
を
超
え
る
都
道
府
県
は
10
し
か
な
い
。

本
当
に
そ
ん
な
に
増
え
る
の
か
と
い
う
の
は
、
ひ
と
ま

ず
考
え
ず
に
お
く
こ
と
に
す
る
。
昨
年
の
１
９
７
３
万
人

を
想
定
し
て
い
た
人
は
い
な
い
は
ず
で
、
こ
れ
か
ら
も
何

が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
増
加
の
主
因
は
言
う
ま
で
も

な
く
ア
ジ
ア
新
興
国
の
所
得
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
で
あ

っ
て
、
政
府
の
観
光
政
策
の
成
果
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
の

所
得
水
準
が
今
後
も
上
昇
す
る
な
ら
、
４
千
万
人
、
６
千

万
人
は
あ
り
得
る
数
字
な
の
だ
ろ
う
。
中
国
経
済
は
成

長
が
鈍
化
し
た
と
い
う
懸
念
を
示
す
人
も
少
な
く
な
い

が
、
鈍
化
し
た
と
は
い
え
相
変
わ
ら
ず
の
高
成
長
で
あ

る
。

○
課
題
は
地
方
空
港

と
こ
ろ
で
、
訪
日
観
光
客
の
多
く
は
飛
行
機
で
や
っ
て

来
る
。
法
務
省
の
出
入
国
管
理
統
計
を
見
る
と
、
外
国
人

入
国
者
の
多
い
空
港
は
順
に
成
田
、
関
空
、
羽
田
、
福

岡
、
中
部
、
新
千
歳
、
那
覇
だ
が
、
訪
日
観
光
客
が
現
在

の
３
倍
に
な
る
と
す
る
と
、
発
着
便
数
の
限
界
を
超
え
る

と
こ
ろ
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
訪
日
客
の
ピ
ー

ク
の
時
期
に
は
、
外
国
か
ら
地
方
空
港
へ
降
り
る
便
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
地
方
空
港
が
活
性
化
す
る
可
能
性
が
高

い
。
日
本
の
地
方
空
港
は
利
用
者
も
少
な
く
、
一
時
は
存

在
意
義
が
あ
る
の
か
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の

○
政
府
計
画
は
２
０
３
０
年
に
今
の
３
倍

政
府
観
光
局
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
５
年
の
訪
日

観
光
客
数
は
１
９
７
３
万
人
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
過
去

最
高
で
あ
る
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
、
２
０
２
０
年
、
つ
ま

り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
年
の
訪
日
観
光
客
数
の
目
標
を
２
千
万
人
に
し
て
い

た
の
だ
が
、
５
年
も
早
く
ほ
ぼ
達
成
し
て
し
ま
っ
た
。
政
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